
【実】「實」の草書からできた字体だろう。この字体は当用漢
字表の発表の時点であったし、太宰も使っているから、たぶ
ん戦前から普通に使われていたのだろう。
【定】五経文字では止部に掲載されている。
【宝】「寶」「寳」は異体字。説文にあるのは「寶」だが、実例

のほとんどが「寳」。道因法師碑は「寶」。「宝」は中国では明
代に、日本では江戸期に見られる。漢字要覧では「寳」が正
体になっているが、漢字整理案では標準が「寶」になってい
る。

実
實

宗

宙
定

宕
宝
寶

寳

ジツ
み
みのる
まこと
みちる

シュウ
ソウ
たっとぶ
むね

チュウ
そら

テイ
ジュウ
さだか
さだまる
さだめる

トウ
すぎる

ホウ
たから

教 3常①

人②

教 6常①

教 6常①

教 3常①

人①

教 6常①

②

②

宝

定

定

宙 宙

寶

寶

宗

宗 宗

宕 宕

实

實

實
元暦萬葉⑦

元暦萬葉⑳

粘葉本朗詠

関戸本朗詠

日本紀竟宴和歌

関戸本朗詠

関戸本朗詠

関戸本朗詠

元暦萬葉

粘葉本朗詠

節用

節用

節用

節用

御高札之写

庭訓往来

女用文章

節用

節用

宀 11

古文

古文

宀 5

宀 5

宀 5

古文

宀 5

宀 17

宀 16

古文

古文

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

陸軍・別体

漢字要覧・正体

漢字要覧・別体

明治の漢字・許容

明治の漢字・許容

標準

許容

明・唐寅

元・馮子振

中国

香港

台湾

中国

台湾 香港

中国・台湾 香港

中国・台湾

香港

中国・台湾 香港

中国

香港

台湾

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

㝬𣪘

散氏盤

侯馬盟書

大盂鼎

金文

金文

何尊

㝬𣪘

睡虎地秦簡

郭店楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

望山楚簡

睡虎地秦簡 説文 -宀部

郭店楚簡

宝山楚簡

宝山楚簡

宝山楚簡

説文・宀部

説文・宀部

説文・宀部 段注・宀部

段注・宀部

説文・宀部

説文・宀部

説文・古文

馬王堆

馬王堆

銀雀山竹簡

居延漢簡

武威漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

尹宙碑

馬王堆 乙瑛碑

曹全碑

禮器碑陰

石門頌

曹全碑

西狭頌

樊敏碑

西狹頌

十七帖

王献之

隋・智永千字文

蘭亭序

集字聖教序

淳化閣帖

集字聖教序

集字聖教序

集字聖教序

集字聖教序

元頊墓誌

張猛龍碑

孫秋生造像

鄭羲下碑

元延明墓誌

比丘恵感造像

孔子廟堂碑

九成宮

孔子廟堂碑

皇甫誕碑

孔子廟堂碑

皇甫誕碑

雁塔聖教序

比丘尼統慈慶墓誌

九成宮

道因法師碑

孔穎達碑

五経・宀部

五経・止部

五経・缶部

法華義疏

三十帖策子

法華義疏

王勃詩序

法華義疏

王勃詩序

王勃詩序

法華義疏

222 223

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【宀】実
5
宗

5
宙

5
定

5
宕

5
宝

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【宴】「宀＋晏」の異体字があり、中国の南北朝期から唐時代、
我が国の奈良時代から室町時代くらいまでよく書かれていた
ようだ。光明皇后「杜家立成」に「醼」という異体字がある。

客

室

宣

宥

宴

家

キャク
カク
まろうど

シツ
ムロ
へや

セン
のたまう
のべる

ユウ
なだめる

エン
うたげ
たのしむ

カ
ケ
いえ
や
うち

教 3常①

教 2常①

教 6常①

人①

常①

教 2常①

客

客

宣

宣

室

室

宴

宴

宴

宥

宥 宥

家

家

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑬

元暦萬葉④

藤原行成

伊予切第一種

元暦萬葉⑫

元暦萬葉①

尊円親王

元暦萬葉④

元暦萬葉④

元暦萬葉④

節用

家道訓

節用

節用

宇比山踏

節用

護身往来

節用

告志篇

五穀無尽蔵

女大学

宀 6

宀 6

宀 6

古文

宀 6

宀 7

宀 7

古文

古文

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

こころ

こころ

干禄〈通〉

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

中国

台湾 香港

中国

香港

台湾

中国・台湾

香港

甲骨

甲骨

甲骨

金文

睡虎地秦簡金文

包山楚簡

虢季子白盤

金文

金文

大克鼎

郭店楚簡

包山楚簡包山楚簡

郭店楚簡

包山楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

包山楚簡

説文・宀部

説文・宀部

説文・宀部

説文・宀部

説文・宀部

説文・宀部

説文古文

馬王堆

居延漢簡

甘谷漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

甘谷漢簡

馬王堆 曹全碑

禮器碑

熹平石経

乙瑛碑

集字聖教序

智永千字文

智永千字文

蘭亭序

集字聖教序

淳化閣帖

興福寺断碑

鄭羲下碑

于景墓誌

張猛龍碑

暉福寺碑

魏霊蔵造像

皇甫誕碑

九成宮

温彦博碑

泉男生墓誌

九成宮

九経・宀〈説文〉

九経・宀〈隷省〉

干禄〈正〉

五経・宀〈説文〉

五経・宀〈字林〉

五経・序

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

杜家立成

王勃詩序

杜家立成

杜家立成

杜家立成

224 225

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【宀】客
6
室

6
宣

6
宥

6
宴

7
家

7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【宮】甲骨、金文（散氏盤）、睡虎地秦簡は「宀＋口＋口」の字
体。説文解字は「宀＋口＋口」の字体。説文の親字に採用さ
れている「宀＋呂」が正（統）字（体）、「宀＋口＋口」が通（用）字
（体）ということになる。中国では「宀＋口＋口」を採用。日
本と台湾と香港は「宀＋呂」を採用。

【宵】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。

害
害

害

宮

宰

宵

容

ガイ
そこなう
わざわい

キュウ
ク
グウ
みや
いえ

サイ
つかさどる

ショウ
よい

ヨウ
いれる
かたち
ゆるす

教 4常①

教 3常①

常①

常①

教 5常①

害

害

害

容

容

宵

宵 宵

宰

宰

宫

宮

宮

元暦萬葉④

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

筋切

藤原行成

関戸本古今集

関戸本古今集

関戸本古今集

節用

草偃和言

女大学

庭訓往来

絵本黴瘡軍談

小笠原諸札大全

江戸

宀 7

宀 7

宀 7

宀 7

宀 7

古文

坊っちやん

こころ

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

陸軍〈正体〉

陸軍〈別体〉

陸軍〈別体〉

×

○

干禄〈俗〉 中国

香港

台湾

中国

台湾

香港

中国・台湾

香港

中国

台湾 香港

中国・台湾

香港

甲骨

甲骨

甲骨

殷・金文

甲骨

師害簋

伯家父簋蓋

毛公鼎

散氏盤 石鼓文

散氏盤

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

戦国・金文

郭店楚簡

説文・宀部

説文・宀部

説文・宀部

段注・宀部

説文・宀部

説文・宀部

段注・宀部

説文・古文

馬王堆

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

史晨前碑

曹全碑

居延漢簡

乙瑛碑

武威医簡

乙瑛碑

熹平石経

西狹頌

熹平石経

智永千字文

大観帖

智永千字文

興福寺断碑

淳化閣帖

淳化閣帖

集字聖教序

元煕墓誌

高貞碑

常季繁墓誌

張猛龍碑

高貞碑

等慈寺碑

九成宮

昭仁寺碑

等慈寺碑

雁塔聖教序

干禄字書

五経・宀部

九経・宀〈説文〉

九経・宀〈隷省〉

干禄字書

聾瞽指歸

聾瞽指歸

王勃詩序

聖武天皇雑集

王勃詩序

226 227

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【宀】害
7
宮

7
宰
7

宵
7
容
7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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寄

寂

宿

寅

密

キ
よせる
よる

ジャク
セキ
さび
さびしい
さびれる

シュク
やど
やどす
やどる

イン
とら

ミツ
ひそか

教 5常①

常①

教 3常①

人①

教 6常①

寂

寂

宿

宿

密

密

寅

寅

元暦萬葉②

元暦萬葉⑦

関戸本朗詠

筋切

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

前田本北山抄

元暦萬葉⑨

屏風土代

節用

心学心得艸

草偃和言

名家略伝

消息文鑑 尺牘楷梯

節用

農家用文章大全

八木交易書

五穀無尽蔵

宝抓取

節用

庭訓往来

宀 8

宀 8

宀 8

古文

宀 8

古文

古文

宀 8

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

教科書〈俗〉

漢字要覧 干禄〈通〉

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

甲骨

甲骨

甲骨

殷・金文

金文

金文

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

説文・宀部

説文・宀部

説文或体

段注或体

説文・宀部

大除・寅部

説文古文

説文・山部

居延漢簡

馬王堆

武威漢簡

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

仲寿等残石

孔彪碑

西狭頌

張遷碑

乙瑛碑

曹全碑

西嶽華山廟碑

智永千字文

智永千字文

唐・書譜

興福寺断碑

集字聖教序

元珍墓誌

劉碑造像記

元暉墓誌

元思墓誌

孫遼浮図銘記

元詮墓誌

王誦妻元貴姫墓誌

皇甫誕碑

雁塔聖教序

道因法師碑

温彦博碑

雁塔聖教序

道因法師碑

五経・宀〈説文〉

五経・宀〈石経〉

五経・宀〈説文〉

五経・宀〈経典〉

干禄・序

干禄字書

五経・山部

法華義疏

法華義疏

法華義疏

聖武天皇雑集

王勃詩序

法華義疏

法華義疏

三十帖策子

灌頂記

聾瞽指歸

金剛般若経解題

寄

寄
中国・台湾

香港
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【宀】寄
8
寂
8
宿
8
寅
8
密
8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【寛】康煕字典の親字が点のある「寛」で、文部省活字も当用
漢字表の字体も点のある「寛」。昭和24年の当用漢字字体表
で点のない「寛」に改められた時点で岩田母型製造書には点
のない「寛」の母型はなかった。
【寝】説文解字の 部と宀部に異なる字が載っており、 部の

字は「病卧也」と病気で寝ること、宀部の字は「卧也」と病
気ではなく寝ること。その2種類の字種の字体が混じり合っ
て使われてきたようだ。説文解字と干禄字書・五経文字の字
体が一致しない。

寒

寓

富
冨

寛
寛

寝
寢

カン
さむい

グウ
グ
よる

フ
フウ
とみ
とむ

フ
フウ
とみ
とむ

カン
ひろい
ゆるやか

シン
ねかす
ねる

教 3常①

人①

教 4常①

人①

常①

人③

常①

人②

粘葉本朗詠

墨流本朗詠 日本永代蔵

心学心得艸

節用

冖 9

宀 9

こころ 明治の漢字 ○ 干禄〈俗〉

五経〈訛〉

富
中国・台湾

富
香港

金文

郭店楚簡

郭店楚簡

上海楚竹書

侯馬盟書

睡虎地秦簡

侯馬盟書

睡虎地秦簡

戦国・金文

説文・宀部 馬王堆 三老諱字忌日記

霊臺碑

熹平石経

智永千字文 智永千字文

高貞碑

元暉墓誌

于纂墓誌

大般涅槃経 38

管蔡世家残巻

孟法師碑 干禄字書

五経・宀部

法華義疏

大聖武

大聖武

寒

寒

寝

寝

宽

寬 寬

寓

寓

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

三体白詩

高野切③

粘葉本朗詠

節用

節用

五穀無尽蔵

尺牘楷梯

女大学

宀 9

古文

古文

宀 9

宀 12

古文

宀 11

古文

古文

古文

坊っちやん

こころ

坊っちやん

こころ

坊っちやん

こころ

教科書

陸軍

教科書

×

×

×

干禄〈俗〉

干禄〈通〉

中国・台湾

香港

中国・台湾

香港

中国

台湾 香港

中国・台湾

香港

甲骨

殷・金文

小子發鼎

大克鼎

戦国・上海楚竹簡

侯馬盟書寓鼎

晉人簋

寬兒鼎

齊侯匜

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

石鼓文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

段注・ 部

説文・宀部

説文・宀部

説文或体

説文・宀部

説文・ 部

説文・宀部

説文籀文

段注・宀部

馬王堆

銀雀山竹簡

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

石門頌

熹平石経

熹平石経

張表碑

史晨前碑

尹宙碑

淳化閣帖

智永千字文

集字聖教序 劉碑造像記

于仙姫墓誌

鄭羲下碑

穆亮墓誌

耿寿姫墓誌

雁塔聖教序 九経・宀・説文

九経・宀・隷省

五経・宀部

干禄字書

干禄字書

五経・宀部

王勃詩序

杜家立成

王勃詩序

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

王勃詩序

杜家立成

聾瞽指歸

230 231

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【宀】寒
9
寓

9
富

9
寛
10
寝
10

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


